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坦-ーシテ北側ハ直立シ南側ハ稍ヤ斜面ヲナス全島ハ數十萬/ろつべん鳥ノ群捿地-ーシー7*「ダヮノ」(糞化石)ハ 
爲メ-一數尺ノ層ヲ ナセリ 植物ハ唯しかぎく、はまは乙べ、く3どう及ビまるば y 2 うき四種ノ草本アグノミニシ 

_ m 丨本丨頌襟太_ テ敢テ樹木ヲ 見ズ y _ 

:|.!|. . ,111 :!#.■ ||'一:.1|つ||||| 海馬島1ニトド q 、、* リ广卜、-トモシ 
二' 4 "• 1 .'•' 91トモ云フ)又、ンマネ&ント稱シ本島 
阶 - -. 1 ヲ距ル三十哩沖ナ，舊火山島一ーシテ玄 
.. iteplii -!—_4—————武石ヨリ成 〆 周圍五里高サ千四百尺興 

，' ..卜 . 大部分ハ1ナ 〆 !§■• 石直二浪 - I 洗ハレ 

:,' f | J 礁二十七其舉ハ柱狀石理ヲナス而シ 
一^^^^^^ _'/ニホ ：テ木本植物ハ只僅-一がんかう らん、 乙 

^馬島/鴛、今_ユ蓍八十 

1 :: 岛ノ f w < v \:;:. 1 .喊 

I ' . 誌二見ユル者十一種共通ノ者十種アリ 
\ .. ^ 往時本島ハ欝蒼夕，森林タリシモ此島 
iiFr ^ s „ i >。' - ' 一 -1 出漁ス，露人ノ爲二亂伐ノ禍二罹リ 

L -- r __^——-- hlL — ——^—^ テ互木ノ跡ヲ斷チ遂二現時ノ如ク草本 

地卜汜シ去レリ而シテ今日尙存スル樹木ハ唯一一十九種二過ギズ即チ左ノ如シ 


樺太屬島ノ樹木 
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號三第卷二第誌雜究硏物植 


ぞえま〇ハ南宇須附近ナ 〆 鎭守ノ神社-一往時ノ移植二係 〆 モノタ數本アグヲ見 〆 ノミ而シテ此處二尙一本ノ 
$ぬつげノ生ズルアグヲ見， S ぷきハトドシマ崖ノ頃邊二僅カニ小部分ヲ限ラレーグ生ジ他一ーハーモ針葉樹ノ跡 

アグコトナシ 

闊葉樹中-一二おくえどたけかんば、きればたけかんば多數ヲ占メ宇須/山頂ヨリ東泊皿-一向フ山梁、頂上ヨリ 
宇須-一下ル嶺、北古丹ヨリ磯浦一一向フ脊梁一一多' y 以上/ ■ 土地中宇須ヨリ東泊皿二向フモノ樹勢良クシテ幹ハ直 
立スレドモ他ハ方向ヲ定メザ 〆 强風-一飜弄サレ樹勢亂レ伏臥シテ高カラズ其他闊葉樹ノ多キハ南宇須卜磯浦耕 
作地附近ニシテ宇須之レニ次ゲリ南宇須ハ岩石多ク此間おほみや^な、かまど、のうのき、みやまはんのき、 

〇 るう めもどき、 a ろはのつうばな、まゆみ、やまぶ、たう、くは等アリ磯浦耕作地ハ坂路-ーシテくは、みちの 
くきはだ著シクくは、ノ樹齡五十年ヲ算シ數丈ノ高サトナルみちのくきはだハ大木ナク能ク雌雄梭ヲ混生ス其他 
のうのき、〇るうめもどき、また穴び等アリ海岸二は^なす紅花ヲ開ケリ又磯浦ノ樺木帶 - i V 處々- is たやか 
へで混生ス宇須一一、ノけやまはんのき、みやまはんのき群生シのうのき其間-一白花ヲ開キからふとなにわず、え 
?:' のほざきななか-±ど、かんぼく、乙ぶのき等アリ北古丹山上-1ハきばなしゃくなげ密生シ望樓坂-!ハいはつ〇 
じ多ク乙けももヲ混生ス南古丹ノ崖地一一ごぜんたちばな多クがんかうらん卜共二群生ストドシマ崖ノおくえぞ 
たけかんば、きればたけかんば、ばっこやなぎ、とどしまやなぎ、やまぶだう等可ナリノ灌木群落ヲナシ草本 

ヲ混.ズルコトナシ 

要ス 〆 ―此海馬島ハ全島樹木頗 〆 少ナク之レ-一加フ 〆 -1 地勢甚てダ嶮惡風力極メテ强キガ爲メー ー其樹木ノ成育 
殊二甚シク害セラ，若シ磯浦、南宇須、北古丹、泊皿ノ移住民將來漸次二多キヲ加へ來リ人口從テ多數二及べ 
バ遂-1、ノ斯 -1 伐木令ヲ出シテ以テ其伐採ヲ制限スル-一非ラザ VX 則チ本島、ノ早晚遂-1無木島一一化ス 〆 ヲ免レザ 
，ヤ蓋シ疑ヒナカ，ペシト信ズ 

樺太屬島ノ樹木 















